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毎月 11日は「人権を確かめあう日」です
家庭や地域、職場や学校で、身近な人権問題について、みなさんで話し合いましょう！

八代市人権問題啓発推進協議会  広報誌 第37号【令和６年（2024年）３月１日発行】

市 発行・問合せ／八代市人権問題啓発推進協議会〈事務局〉八代市市民環境部人権政策課（八代市人権啓発センター）TEL 30-1711

令
和
４
年
６
月
27
日
施
行

〜
一
人
ひ
と
り
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
、

　差
別
の
な
い
明
る
い
ま
ち
づ
く
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　を
め
ざ
し
て
〜
　

「
八
代
市
部
落
差
別
を
は
じ
め

　あ
ら
ゆ
る
差
別
の
解
消
及
び

　
　人
権
擁
護
に
関
す
る
条
例
」

▲条例第182号

　
12
月
２
日
、八
代
市
公
民
館
に

て
部
落
差
別
を
は
じ
め
す
べ
て
の

差
別
を
な
く
す「
人
権
子
ど
も
集

会・フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in
や
つ
し
ろ
」

を
開
催
し
ま
し
た
。こ
の
イ
ベ
ン
ト

は
、部
落
差
別
を
は
じ
め
す
べ
て
の

差
別
を
な
く
す
八
代
地
域
児
童
生

徒
実
行
委
員
会
、八
代
地
域
人
権

教
育
の
た
め
の
推
進
会
議
、八
代

市
教
育
委
員
会
、氷
川
町（
組
合
）

教
育
委
員
会
の
主
催
に
よ
り
、八

代
地
域
の一体
と
な
っ
た
人
権
同
和

教
育
・
啓
発
の
活
動
を
大
き
く
広

げ
る
た
め
に
取
り
組
ん
で
い
る
事

業
で
、当
日
は
、若
鳩
解
放
子
ど
も

会
、宮
地
小
学
校
、第
二
中
学
校
の

ス
テ
ー
ジ
発
表
の
ほ
か
取
り
組
み

発
表
な
ど
動
画
に
よ
る
紹
介
が
あ

り
ま
し
た
。

▲当日、会場の様子

ポスター・グループ
作品の部

ポスター・グループ
作品の部

よね むら  　　み　れい
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麦島小学校６年　竹口　莉子八代支援学校小学部４年のみなさん

え  じま         る　い  

千丁中学校２年　江嶋　琉衣
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千丁小学校４年　樋口 陽菜子
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八
代
市
人
権
問
題

　啓
発
推
進
協
議
会

　
　会
長（
八
代
市
長
）

　
　中
村

　博
生

　
本
市
で
は
、市
民
一人
ひ
と
り
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
、あ
ら
ゆ

る
差
別
の
な
い
人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、人

権
教
育
、人
権
啓
発
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、私
た
ち
の
周
り
に
は
、今
も
な
お
、人
権
問

題
に
関
す
る
理
解
や
知
識
の
不
足
、誤
解
に
よ
る
差
別
や
偏
見

が
存
在
し
て
お
り
ま
す
。近
年
で
は
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
が
普
及
し
た
こ

と
で
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
お
い
て
匿
名
で
行
わ
れ
る
特
定
の

個
人
を
対
象
と
し
た
誹
謗
中
傷
や
い
じ
め
、差
別
を
助
長
す
る

表
現
が
投
稿
さ
れ
る
な
ど
、人
権
に
関
す
る
新
た
な
問
題
も
発

生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、人
権
教
育・啓
発
活
動
に
も
工
夫
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
本
協
議
会
と
し
ま
し
て
も
、こ
の
よ
う
な
変
化
に
的
確
に
対

応
し
、誰
も
が
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
、差
別
の
な
い
、明
る
い
社

会
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た
め
に
も
、様
々
な
人
権
課
題
に
焦

点
を
当
て
、Ｗ
Ｅ
Ｂ
講
座
や
啓
発
用
動
画
の
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
な

ど
様
々
な
手
法
を
用
い
て
、更
な
る
啓
発
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　
ま
た
、本
年
度
は
四
千
百
点
を
超
え
る「
人
権
作
品
」の
応

募
を
い
た
だ
い
て
お
り
、今
後
、市
内
の
小・中・支
援
学
校
や
公

共
施
設
等
で
の
展
示
を
行
い
ま
す
。ご
応
募
い
た
だ
き
ま
し
た

皆
様
に
、こ
の
場
を
お
借
り
し
て
心
よ
り
御
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、作
品
を
ご
覧
に
な
ら
れ
た
皆
様
が
、人
権
問
題
へ

の
理
解
を
深
め
、豊
か
な
人
権
感
覚
を
身
に
つ
け
て
い
た
だ
く
一

助
と
な
り
ま
す
こ
と
を
願
って
い
ま
す
。

　
今
後
も
、い
じ
め
や
差
別
の
な
い
明
る
い
八
代
市
を
築
く
た
め

に
、市
民
の
皆
さ
ま
と
協
力
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と

思
って
お
り
ま
す
の
で
、皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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　障害者差別解消法は、障がい者差別をなくすことで、障がいのある人もない人も共に生きる社会を
つくることを目的としており、国や地方公共団体などの行政機関と民間事業者に対して、「不当な差
別的取扱いの禁止」と「合理的配慮の提供」を義務付けています。　
　また、障がいのある人も含めた国民一人ひとりが、障がいを理由とする差別の解消の推進に努めて、
差別や偏見のない明るい社会を築きましょう。
　詳しくは内閣府のホームページ　http://www8.cao.go.jp/shougai/suishin/sabekai.html

※平成28年4月1日施行
障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律
（障害者差別解消法）　　※平成28年4月1日施行

　近年、特定の民族や国籍の人々を排斥する差別的言動が、いわゆるヘイトスピーチであるとして社
会的関心を集めています。こうした言動は、人々に不安感や嫌悪感を与えるだけでなく、人としての
尊厳を傷つけたり、差別意識を生じさせることになりかねません。
　外国人の方々と交流する機会は今後ますます増加することが予想されます。民族や国籍等の違いを
超え、互いの人権を尊重しあう社会を共に築きましょう。
　詳しくは法務省のホームページ　http://www.moj.go.jp/JINKEN/jinken04_00108.html

※平成28年6月3日施行
本邦外出身者に対する不当な差別的言動の解消に向けた取組の推進に関する法律

（ヘイトスピーチ解消法）　　※平成28年6月3日施行

　この法律は、全ての国民が等しく基本的人権を享有するかけがえのない個人として尊重されるもの
であるとの理念にのっとり、部落差別の解消を推進し、部落差別のない社会の実現を目的としていま
す。
　残念ながら、今なお、こうした人々に対する差別発言、差別待遇等の事案のほか、インターネット
上で差別を助長するような内容の書込みがなされるといった事案などが発生しています。
　部落差別についての誤った知識や偏見は、差別意識を助長する原因になります。
　私たち一人ひとりが力を合わせて、差別や偏見のない明るい社会を築きましょう。
　詳しくは法務省ホームページ内の資料　http://www.moj.go.jp/content/001236563.pdf

※平成28年12月16日施行
部落差別の解消の推進に関する法律

（部落差別解消推進法）　　※平成28年12月16日施行

　この法律は、北海道の先住民族であるアイヌの人々が民族としての誇りを持って生活し、全ての国
民が相互に人格と個性を尊重し合いながら共生することを目的としています。
　国内でも先住民族がいることを理解し、お互いの人権を尊重しあう社会を共に築きましょう。

絵はがきの部絵はがきの部
日本では、近年、さまざまな差別に対する法律が施行され
ています。人権問題について、一緒に考え、差別や偏見の
ない明るい社会を作りましょう。

※令和元年５月２４日施行
アイヌの人々の誇りが尊重される社会を実現するための施策の推進に関する法律

（アイヌ民族支援法）　　※令和元年５月２４日施行
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ゆ   

の       

あ   

ゆ   

み  

第
七
中
学
校
１
年
　
湯
野 

愛
優
美

く
す 

は
ら       

　
　
　
　

  

一
般
　
楠
原 

な
ぎ
さ

広報しあわせ №37

4

広報しあわせ №37

3

書道の部書道の部

八千把こども園 
よし お　   　み　こ 

吉尾　弥子

し
ま 

だ  

　

   

れ
い  

な 

麦
島
小
学
校
２
年
　
嶋
田
　
麗
夏

み
ず
お
ち

　
　か
ず 

ね  

鏡
中
学
校
２
年
　
水
　
　
和
音

ふ
か 

だ   

　

   

ま 

あ
さ 

麦
島
小
学
校
３
年
　
深
田
　
真
麻

た  

じ
ま  

　

 

の
ぞ  

み 

鏡
中
学
校
１
年
　
田
島
　
望
愛

ふ
る
か
わ  

　

  

な

　な 

八
代
高
等
学
校
１
年
　
古
川
　
菜
々

麦島小学校５年 
 み  しま　     か  こ 

三島　佳子

千丁中学校３年 
 みの だ　      な つみ 

蓑田　菜摘

鏡小学校１年 
おぎ　   すい な 

荻　翠菜

代陽小学校６年 
なかむら    　 り　こ 

中村　梨子

標
語
の
部

標
語
の
部

ひ
ろ
げ
よ
う

　み
ん
な
の
や
さ
し
さ

　あ
た
た
か
さ

か
わ
ぐ
ち  

ま  

の  

か 

二
見
小
学
校
１
年
　
川
口 

茉
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５
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岡
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４
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取
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　障害者差別解消法は、障がい者差別をなくすことで、障がいのある人もない人も共に生きる社会を
つくることを目的としており、国や地方公共団体などの行政機関と民間事業者に対して、「不当な差
別的取扱いの禁止」と「合理的配慮の提供」を義務付けています。　
　また、障がいのある人も含めた国民一人ひとりが、障がいを理由とする差別の解消の推進に努めて、
差別や偏見のない明るい社会を築きましょう。
　詳しくは内閣府のホームページ　http://www8.cao.go.jp/shougai/suishin/sabekai.html

※平成28年4月1日施行
障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律
（障害者差別解消法）　　※平成28年4月1日施行

　近年、特定の民族や国籍の人々を排斥する差別的言動が、いわゆるヘイトスピーチであるとして社
会的関心を集めています。こうした言動は、人々に不安感や嫌悪感を与えるだけでなく、人としての
尊厳を傷つけたり、差別意識を生じさせることになりかねません。
　外国人の方々と交流する機会は今後ますます増加することが予想されます。民族や国籍等の違いを
超え、互いの人権を尊重しあう社会を共に築きましょう。
　詳しくは法務省のホームページ　http://www.moj.go.jp/JINKEN/jinken04_00108.html

※平成28年6月3日施行
本邦外出身者に対する不当な差別的言動の解消に向けた取組の推進に関する法律

（ヘイトスピーチ解消法）　　※平成28年6月3日施行

　この法律は、全ての国民が等しく基本的人権を享有するかけがえのない個人として尊重されるもの
であるとの理念にのっとり、部落差別の解消を推進し、部落差別のない社会の実現を目的としていま
す。
　残念ながら、今なお、こうした人々に対する差別発言、差別待遇等の事案のほか、インターネット
上で差別を助長するような内容の書込みがなされるといった事案などが発生しています。
　部落差別についての誤った知識や偏見は、差別意識を助長する原因になります。
　私たち一人ひとりが力を合わせて、差別や偏見のない明るい社会を築きましょう。
　詳しくは法務省ホームページ内の資料　http://www.moj.go.jp/content/001236563.pdf

※平成28年12月16日施行
部落差別の解消の推進に関する法律

（部落差別解消推進法）　　※平成28年12月16日施行

　この法律は、北海道の先住民族であるアイヌの人々が民族としての誇りを持って生活し、全ての国
民が相互に人格と個性を尊重し合いながら共生することを目的としています。
　国内でも先住民族がいることを理解し、お互いの人権を尊重しあう社会を共に築きましょう。

絵はがきの部絵はがきの部
日本では、近年、さまざまな差別に対する法律が施行され
ています。人権問題について、一緒に考え、差別や偏見の
ない明るい社会を作りましょう。

※令和元年５月２４日施行
アイヌの人々の誇りが尊重される社会を実現するための施策の推進に関する法律

（アイヌ民族支援法）　　※令和元年５月２４日施行
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太田郷小学校５年　井口　楓雅
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毎月 11日は「人権を確かめあう日」です
家庭や地域、職場や学校で、身近な人権問題について、みなさんで話し合いましょう！

八代市人権問題啓発推進協議会  広報誌 第37号【令和６年（2024年）３月１日発行】

市 発行・問合せ／八代市人権問題啓発推進協議会〈事務局〉八代市市民環境部人権政策課（八代市人権啓発センター）TEL 30-1711

令
和
４
年
６
月
27
日
施
行

〜
一
人
ひ
と
り
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
、

　差
別
の
な
い
明
る
い
ま
ち
づ
く
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　を
め
ざ
し
て
〜
　

「
八
代
市
部
落
差
別
を
は
じ
め

　あ
ら
ゆ
る
差
別
の
解
消
及
び

　
　人
権
擁
護
に
関
す
る
条
例
」

▲条例第182号

　
12
月
２
日
、八
代
市
公
民
館
に

て
部
落
差
別
を
は
じ
め
す
べ
て
の

差
別
を
な
く
す「
人
権
子
ど
も
集

会・フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in
や
つ
し
ろ
」

を
開
催
し
ま
し
た
。こ
の
イ
ベ
ン
ト

は
、部
落
差
別
を
は
じ
め
す
べ
て
の

差
別
を
な
く
す
八
代
地
域
児
童
生

徒
実
行
委
員
会
、八
代
地
域
人
権

教
育
の
た
め
の
推
進
会
議
、八
代

市
教
育
委
員
会
、氷
川
町（
組
合
）

教
育
委
員
会
の
主
催
に
よ
り
、八

代
地
域
の一体
と
な
っ
た
人
権
同
和

教
育
・
啓
発
の
活
動
を
大
き
く
広

げ
る
た
め
に
取
り
組
ん
で
い
る
事

業
で
、当
日
は
、若
鳩
解
放
子
ど
も

会
、宮
地
小
学
校
、第
二
中
学
校
の

ス
テ
ー
ジ
発
表
の
ほ
か
取
り
組
み

発
表
な
ど
動
画
に
よ
る
紹
介
が
あ

り
ま
し
た
。

▲当日、会場の様子

ポスター・グループ
作品の部

ポスター・グループ
作品の部

よね むら  　　み　れい

太田郷小学校３年　米村　心伶

ふじ のり  　　とう  ま  

龍峯小学校１年　藤法　燈真

わ 　く 　だ     かず  と  

代陽小学校２年　和久田 一翔

まつ でら     い　ち　の   

八竜小学校５年　松寺 伊千乃

いわ なが   　　き　な  

鏡中学校１年　岩永　樹菜

たけぐち          り　こ  

麦島小学校６年　竹口　莉子八代支援学校小学部４年のみなさん

え  じま         る　い  

千丁中学校２年　江嶋　琉衣
にし むら        しょうこ  

第二中学校３年　西村　頌子

ひ  ぐち     ひ   な    こ  

千丁小学校４年　樋口 陽菜子

部
落
差
別
を
は
じ
め
す
べ
て
の
差
別
を
な
く
す

「
人
権
子
ど
も
集
会・フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　 

　in
や
つ
し
ろ
」

差
別
の
な
い

　誰
も
が
い
き
い
き
と

　
　暮
ら
せ
る
八
代
づ
く
り

八
代
市
人
権
問
題

　啓
発
推
進
協
議
会

　
　会
長（
八
代
市
長
）

　
　中
村

　博
生

　
本
市
で
は
、市
民
一人
ひ
と
り
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
、あ
ら
ゆ

る
差
別
の
な
い
人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、人

権
教
育
、人
権
啓
発
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、私
た
ち
の
周
り
に
は
、今
も
な
お
、人
権
問

題
に
関
す
る
理
解
や
知
識
の
不
足
、誤
解
に
よ
る
差
別
や
偏
見

が
存
在
し
て
お
り
ま
す
。近
年
で
は
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
が
普
及
し
た
こ

と
で
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
お
い
て
匿
名
で
行
わ
れ
る
特
定
の

個
人
を
対
象
と
し
た
誹
謗
中
傷
や
い
じ
め
、差
別
を
助
長
す
る

表
現
が
投
稿
さ
れ
る
な
ど
、人
権
に
関
す
る
新
た
な
問
題
も
発

生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、人
権
教
育・啓
発
活
動
に
も
工
夫
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
本
協
議
会
と
し
ま
し
て
も
、こ
の
よ
う
な
変
化
に
的
確
に
対

応
し
、誰
も
が
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
、差
別
の
な
い
、明
る
い
社

会
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た
め
に
も
、様
々
な
人
権
課
題
に
焦

点
を
当
て
、Ｗ
Ｅ
Ｂ
講
座
や
啓
発
用
動
画
の
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
な

ど
様
々
な
手
法
を
用
い
て
、更
な
る
啓
発
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　
ま
た
、本
年
度
は
四
千
百
点
を
超
え
る「
人
権
作
品
」の
応

募
を
い
た
だ
い
て
お
り
、今
後
、市
内
の
小・中・支
援
学
校
や
公

共
施
設
等
で
の
展
示
を
行
い
ま
す
。ご
応
募
い
た
だ
き
ま
し
た

皆
様
に
、こ
の
場
を
お
借
り
し
て
心
よ
り
御
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、作
品
を
ご
覧
に
な
ら
れ
た
皆
様
が
、人
権
問
題
へ

の
理
解
を
深
め
、豊
か
な
人
権
感
覚
を
身
に
つ
け
て
い
た
だ
く
一

助
と
な
り
ま
す
こ
と
を
願
って
い
ま
す
。

　
今
後
も
、い
じ
め
や
差
別
の
な
い
明
る
い
八
代
市
を
築
く
た
め

に
、市
民
の
皆
さ
ま
と
協
力
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と

思
って
お
り
ま
す
の
で
、皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。


